
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF
FFFFFFFFFFFF

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
お
忙
し
い
日
々
に
あ
っ
て
束
の

間
、
ご
家
族
の
皆
様
方
と
す
が
す
が

し
い
新
春
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し

の
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
鳴
り
物
入
り
で
行
わ
れ
た

経
済
政
策
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
は
あ
り

ま
し
た
が
消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ

る
買
い
控
え
の
為
か
、
飲
食
店
の

我
々
に
は
実
感
の
薄
い
ま
ま
に
衆
議

院
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
末
に
行
わ
れ
た
衆
議
院
議
員

選
挙
に
お
い
て
は
、
自
民
党
が
僅
か

に
議
席
を
減
ら
し
た
も
の
の
公
明
党

を
合
わ
せ
３
分
の
２
を
確
保
い
た
し

ま
し
た
。
有
権
者
か
ら
の
信
任
を
得

た
結
果
と
な
っ
た
安
倍
内
閣
に
は
、

今
後
の
景
気
回
復
、
安
心
安
全
の
期

待
に
応
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
心
よ

り
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
昨
年
は
天
災
に
も
悩
ま
さ

れ
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
大
型
の
台

風
の
上
陸
、
伊
豆
大
島
近
海
地
震
、

長
野
県
北
部
地
震
を
は
じ
め
、
御
嶽

山
の
噴
火
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

甚
大
な
被
害
を
出
し
た
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
か
ら
は
ま
も
な
く
丸

四
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
原
発
事
故
で
災
害
を
受
け
た

福
島
県
で
は
来
る
六
月
に
全
飲
連
全

国
福
島
県
大
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
先
立
っ
て
組
合
員
の
皆
さ
ま

に
は
義
援
金
を
再
募
集
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
し
た
方
々
よ
り
既
に
義
援
金

を
お
預
か
り
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
ば

か
り
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
中
部
国

際
空
港
を
擁
す
る
愛
知
県
は
、
海
外

か
ら
の
お
客
様
を
多
数
受
け
入
れ
て

お
り
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
催
、
和
食
の
無
形
文
化
遺
産
こ
の

２
つ
を
念
頭
に
お
客
様
の
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
味
、
雰
囲
気
、

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
充
実
に
努
め
、

愛
知
の
食
文
化
を
世
界
の
方
々
に
印

象
づ
け
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
食
の

安
心
安
全
に
対
す
る
お
客
様
の
意
識

は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

工
夫
次
第
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

を
作
り
出
す
事
は
ま
だ
ま
だ
可
能
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
十
一
月
に
は
当
組

合
が
主
管
と
な
り
「
第
四
十
一
回
外

食
産
業
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

事
業
担
当
の
み
な
ら
す
、
組
合
員
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
出
展
商
社
の
勧

誘
の
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
お
知
り
合
い
で
出
展

が
可
能
な
商
社
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
組
合
の
団

結
が
様
々
な
局
面
を
乗
り
越
え
る
力

に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員

の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
従
業
員

の
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
繁
栄
を
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
者
組
合

理
事
長
　
前
田
　
孝
二

新
年
の
ご
挨
拶

組
合
の
団
結
が
様
々
な
局
面
を
乗
り
越
え
る
力
に
な
る

本
年
も
よ
ろ
し
く

 

お
願
い
い
た
し
ま
す

　 

平
成
二
十
七
年
元
旦
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愛
知
県
知
事大

村

 

秀
章

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
た
な
年
が
、
県
民
の
皆
様
方
に

と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
１
年
と

な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
三
月
に
「
あ
い
ち
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
２
０
」
を
策
定
し
、
リ
ニ
ア
新

時
代
を
見
据
え
た
大
都
市
圏
づ
く
り

に
向
け
、
社
会
基
盤
の
整
備
や
産
業

振
興
、
教
育
・
人
づ
く
り
な
ど
に
全

力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
ユ
ネ
ス
コ
世
界
会
議
」、「
技

能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
あ
い
ち
大

会
２
０
１
４
」
の
開
催
な
ど
を
通
じ
、

全
国
、
世
界
に
向
け
、
愛
知
を
大
い

に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
ビ
ジ
ョ
ン
の
着
実
な
推

進
を
図
り
な
が
ら
、
愛
知
の
更
な
る

飛
躍
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
世
界
に
発
信
す
る「
中
京
大

都
市
圏
」づ
く
り
で
す
。
２
０
２
７
年

度
の
リ
ニ
ア
開
業
に
よ
る
５
千
万
人

の
大
交
流
圏
の
実
現
を
に
ら
み
、
名

古
屋
駅
の
ス
ー
パ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
化

や
鉄
道
・
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

空
港
、
港
湾
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
燃
料
電
池
自
動
車
を
始
め

と
す
る
自
動
車
産
業
の
高
度
化
、
航

空
宇
宙
産
業
や
ロ
ボ
ッ
ト
、
健
康
長

寿
な
ど
次
世
代
産
業
の
育
成
・
振
興
、

企
業
立
地
の
促
進
、
中
小
企
業
支
援

な
ど
に
力
を
入
れ
、
産
業
競
争
力
を

よ
り
一
層
高
め
て
い
く
と
と
も
に
、

農
林
水
産
業
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図

り
、「
産
業
首
都
あ
い
ち
」
の
実
現
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
愛
知
を
支
え

る「
人
づ
く
り
」に
全
力
で
取
り
組
み
、

子
ど
も
、
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、

障
害
の
あ
る
人
な
ど
、
す
べ
て
の
人

が
輝
き
、
活
躍
す
る
愛
知
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、国
内
外
を
代
表
す
る
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
育
成
・
招
致
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、今
年
を
「
あ
い
ち
観

光
元
年
」
と
位
置
づ
け
、愛
知
の
魅
力

を
高
め
、
積
極
的
に
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
の
ほ
か
、
戦
略
的

な
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
地
震
・
津
波

対
策
な
ど
の
安
全
・
安
心
な
地
域
づ

く
り
、「
環
境
首
都
あ
い
ち
」
に
向
け

た
取
組
、
地
方
分
権
・
行
財
政
改
革
、

東
三
河
県
庁
を
核
と
し
た
地
域
振
興

な
ど
に
も
力
を
注
ぎ
、
愛
知
の
総
合

　

十
二
月
三
日
（
水
）
午
後
４
時
か

ら
、
豊
橋
市
の
高
千
穂
会
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
「
飲
食
店
向
け
融
資
制
度

の
ご
案
内
」
に

つ
い
て
。

　

日
本
政
策
金

融
公
庫
豊
橋
支

店
事
業
統
轄
の

井
原
守
茂
様
、

融
資
課
長
の
稲

垣
達
士
様
を
お

迎
え
し
、
融
資

力
を
一
段
と
高
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
、
２
０
０
５
年
の

愛
知
万
博
か
ら
10
周
年
で
す
。
秋
に

は
、
愛
・
地
球
博
記
念
公
園
を
メ
イ

ン
会
場
に
、「
全
国
都
市
緑
化
あ
い
ち

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
花
と
緑
に

あ
ふ
れ
た
愛
知
の
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
し
っ
か
り
取
り
組
み
、

万
博
の
成
果
を
継
承
・
発
信
し
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
を
通
じ
、「
日
本
一

元
気
な
愛
知
」の
実
現
に
向
け
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

県
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
元
旦

制
度
の
現
状
を
中
心
に
詳
し
く
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
資
料
を
基

に
意
見
交
換
と
取
り
組
み
に
つ
い
て

話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

東
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
開
催

新
春
を
迎
え
て
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愛
知
県
健
康
福
祉
部
保
健
医
療
局
長

加
藤

 

昌
弘

事
務
局
長
事
務
担
当
者
会
議
開
催

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
健
や
か
な
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
県
の
健
康
福
祉
行
政
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
は
、
日
ご
ろ
か
ら
格
別

の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
四
月
に
行
わ
れ
た
消
費

税
増
税
に
よ
る
消
費
の
落
ち
込
み
か

ら
の
回
復
が
鈍
く
、
さ
ら
に
は
、
夏

場
の
天
候
不
順
や
、
消
費
者
の
信
頼

を
大
き
く
損
な
う
食
品
偽
装
・
異
物

混
入
事
件
が
相
次
い
で
発
生
す
る
な

ど
、
生
活
衛
生
営
業
に
携
わ
れ
る
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
御

苦
労
の
多
い
一
年
で
あ
っ
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
か
ら
、
一
般

社
団
法
人
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

中
央
会
、
全
国
生
活
衛
生
同
業
組
合

連
合
会
、
各
生
活
衛
生
同
業
組
合
で

は
、
十
一
月
を
「
生
活
衛
生
同
業
組

合
活
動
推
進
月
間
」
と
定
め
、
生
活

衛
生
同
業
組
合
の
周
知
広
報
や
組
合

員
倍
増
運
動
を
積
極
的
に
推
進
さ

れ
、
新
規
組
合
員
獲
得
や
組
織
の
強

化
に
一
致
団
結
し
て
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
る
こ
と
は
、
誠
に
心
強
い
限
り

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
景
気
の
緩
や
か
な
回
復

が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
冷
え
込
ん
で

い
る
消
費
活
動
が
活
発
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
一
方
、
経
営
を
圧
迫

す
る
原
材
料
価
格
の
高
騰
な
ど
、
皆

様
方
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
の
続
く
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
飲
食

業
を
始
め
、
理
容
業
、
美
容
業
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
業
、
ホ
テ
ル
旅
館
業
な

ど
各
種
生
活
衛
生
営
業
に
携
わ
れ
る

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々

の
厳
格
な
衛
生
管
理
と
質
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ
て
、
私
た

ち
の
豊
か
で
潤
い
の
あ
る
生
活
の
実

現
の
た
め
、
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
本
年

も
引
続
き
、
生
活
衛
生
同
業
組
合
が

実
施
す
る
各
種
の
振
興
事
業
に
対
す

る
助
成
や
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン

日
時　
十
一
月
二
十
七
日（
木
）

場
所
　
福
島
市
飯
坂
町「
大
鳥
」

参
加
　
川
上
事
務
局
長

議
題
　
▽�

第
53
回
全
国
福
島
県
大
会

に
つ
い
て

　
　
　

▽�

賦
課
金
算
定
基
準
の
改
定

に
つ
い
て

　
　
　

▽
加
入
促
進
活
動
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
六
年
度
の
事
務
局
会
議

は
、
第
53
回
全
国
福
島
県
大
会
会
場

近
く
の
福
島
市

飯
坂
町
の
「
大

鳥
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
場
到
着

後
、
同
会
議
場

で
議
題
に
沿
っ

て
会
議
が
進
め

タ
ー
に
お
け
る
経
営
指
導
体
制
の
強

化
な
ど
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
よ

り
一
層
の
発
展
と
振
興
の
た
め
、

様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の

事
業
の
益
々
の
御
発
展
と
御
多
幸
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
新
年
の
御
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。平

成
二
十
七
年
元
旦

ら
れ
、
大
会

会
場
と
な
る

「
パ
ル
セ
い
い

ざ
か
」を
視
察

し
予
定
時
刻

に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
懇
親
会
で
は
福
島
県
の

方
々
の
厚
い
お
も
て
な
し
の
中
、
他

県
の
方
々
と
の
交
流
で
、
会
場
全
体

が
大
い
に
盛
り
上
が
り
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　

第
53
回
全
国
福
島
県
大
会
は
「
一

期
一
会
（
い
ち
ご
い
ち
え
）」
を
テ
ー

マ
に
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
四
日

（
水
）
パ
ル
セ
い
い
ざ
か
に
て
開
催
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
春
を
迎
え
て
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日
本
政
策
金
融
公
庫
名
古
屋
支
店

国
民
生
活
事
業
統
轄

堀
井
　
武

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
は
当
公
庫
の
業
務
に

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
を
、
こ
の
場
を
借
り

て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
景
気
は
、
全
体
的

に
は
緩
や
か
な
回
復
傾
向
が
続
い
た

も
の
の
、
個
人
消
費
な
ど
を
中
心
に
、

回
復
の
足
取
り
に
弱
さ
も
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
一
年
で
し
た
。

　

と
り
わ
け
飲
食
業
を
営
ま
れ
る
皆

さ
ま
は
、
円
安
に
よ
る
原
材
料
費
の

上
昇
や
、
一
部
に
お
け
る
人
手
不
足

の
深
刻
化
、
さ
ら
に
は
食
の
安
全
に

対
す
る
消
費
者
意
識
の
高
ま
り
な

ど
、
多
く
の
困
難
な
課
題
に
直
面
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
公
庫
が
昨
年
九
月

に
行
っ
た
調
査
で
も
、
ご
回
答
を
い

た
だ
い
た
県
内
飲
食
店
の
54
％
の
方

が
「
業
況
が
悪
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、

飲
食
店
の
経
営
の
厳
し
さ
を
窺
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
な
か
で
愛
知
県
飲
食
生

活
衛
生
同
業
組
合
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
組
合
員
の
衛
生
水
準
の
向

上
の
み
な
ら
ず
、
経
営
の
近
代
化
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
ご
と
に
開
催
さ
れ
る
協
議

会
、
他
の
生
衛
組
合
と
の
共
催
に
よ

る
外
食
産
業
フ
ェ
ア
、
さ
ら
に
は
経

済
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
業
界
の

発
展
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
公
庫
で
は
、
今
年
も
飲
食
組
合

さ
ま
と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
て
、

業
界
の
発
展
に
微
力
を
尽
く
す
所
存

新
春
を
迎
え
て

で
す
。
組
合
主
催
の
各
種
会
合
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
振
興
貸

付
な
ど
組
合
員
さ
ま
に
メ
リ
ッ
ト
の

あ
る
融
資
制
度
を
積
極
的
に
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
何
よ
り
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
声
に
真
摯
に
耳
を

傾
け
、
身
近
で
頼
り
に
な
る
金
融
機

関
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
に
も
増
し
て
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
あ
ら

た
め
て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、新
年
が
皆
さ
ま
に

と
っ
て
輝
か
し
い
ご
発
展
の
年
と
な

る
こ
と
を
お
祈
り
し
て
、年
頭
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
元
旦

１
月

　

15
日（
木
）�西
尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

�

髙
木
屋（
清
須
市
）

２
月

　

17
日（
火
）�西
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

�
浜
石（
岡
崎
市
）

３
月

　

５
日（
木
）知
多
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

�

げ
ん
き
の
郷（
大
府
市
）

　

下
旬�

常
務
理
事
会

４
月

　

上
旬�

会
計
監
査

　

下
旬�

理
事
会

５
月

　

12
日（
火
）�通
常
総
代
会

�

（
ル
ブ
ラ
王
山
）

６
月

　

24
日（
水
）�全
国
福
島
県
大
会

　

25
日（
木
）�（
福
島
県
飯
坂
温
泉
）

７
月

　

中
旬�

常
務
理
事
会

９
月�

東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

�

委
員
会

11
月

　

10
日（
火
）�〜
12
日（
木
）　

第
41
回

外
食
産
業
フ
ェ
ア（
吹
上
ホ
ー
ル
）

平
成
二
十
七
年
　
組
合
の
主
な
予
定
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生
衛
連
合
会
新
年
賀
詞
交
歓
会
祝
賀
会

　

一
月
七
日
（
水
）
午
後
４
時
よ
り
、

ホ
テ
ル
ル
ブ
ラ
王
山
に
お
き
ま
し
て

連
合
会
「
新
年
賀
詞
交
歓
会
・
受
章

者
祝
賀
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
村
知
事
を
は
じ
め
と

す
る
大
勢
の
来
賓
が
ご
出
席
さ
れ
、

各
生
衛
組
合
の
理
事
長
、
副
理
事

　

我
々
の
生
衛
業
界
は
、
国
民
生
活

に
極
め
て
深
く
関
係
し
、
世
の
中
に

大
き
く
寄
与
し
た
重
要
な
立
場
に
あ

る
団
体
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
業
界
の
多
く
は
零
細
経

営
で
あ
り
、
個
々
の
力
で
は
資
金
調

達
や
国
や
行
政
か
ら
の
情
報
収
集
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昭
和
三
十
二
年
に
自
由

民
主
党
の
中
野
四
朗
先
生
を
中
心

に
、
我
々
業
界
に
対
し

「
経
営
の
健
全
化
を
通
じ
、衛
生
水
準

の
維
持
向
上
を
図
り
、国
民
に
安

心
・
安
全
な
食
を
提
供
し
国
民
の
生

活
・
利
益
を
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」�

と
い
う
趣
旨
か
ら
、
国
の
認
可
を
受

け
て
生
活
衛
生
同
業
組
合
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

生
衛
組
合
に
加
入
す
る
組
合
員

は
、
法
令
に
よ
り

○
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
特
別
利
率

の
適
用
、
長
期
返
済
な
ど
有
利
な

融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
。

○
福
利
厚
生
、
共
済
事
業
の
利
用

○
特
別
償
却
、
固
定
資
産
税
の
減
税

等
、
税
制
上
の
優
遇
措
置

○
カ
ラ
オ
ケ
利
用
に
よ
る
著
作
権
料

の
割
引
制
度

○
生
活
衛
生
功
労
に
よ
る
名
誉
な
表

彰
制
度

長
、
役
員
の
皆
さ
ま
が
一
堂
に
会
し

ま
し
た
。

　

当
組
合
か
ら
は
、
木
村
副
理
事
長

が
愛
知
県
条
例
表
彰
に
よ
る
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
祝
賀

会
で
は
、
皆
さ
ま
よ
り
祝
福
を
う
け

ら
れ
ま
し
た
。

な
ど
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
厚
生
労
働
省
生
活
衛
生
課
長
通
知
」

　

こ
れ
は
、
２
０
１
１
年
に
富
山
県

の
焼
肉
店
に
て
５
名
の
死
者
と

１
６
０
名
の
患
者
を
出
し
た
食
中
毒

事
件
を
重
く
受
け
止
め
、
平
成

二
十
三
年
七
月
に
第
一
回
目
の
生
衛

組
合
周
知
等
の
協
力
を
求
め
る
文
書

が
全
国
都
道
府
県
官
庁
へ
向
け
て
発

令
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー（
非
組
合
員
）の

比
率
が
年
々
増
え
続
け
、
保
健
所
か

ら
の
重
要
な
情
報
が
生
衛
組
合
を
通

じ
て
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
伝
わ
ら
な

い
の
が
現
状
で
、
中
に
は
生
衛
組
合

の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
営
業
者
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
厚
生
労
働
省
は「
本
気
」の
姿

勢
を
も
っ
て
４
年
連
続
で
生
衛
組
合

の
情
報
提
供
を
要
請
す
る
課
長
通
知

を
発
令
い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
七
月
の
４
度
目
の

内
容
に
「
生
衛
組
合
活
動
推
進
月
間
」

と
記
載
が
あ
り
、
毎
年
十
一
月
を
そ

の
活
動
月
間
と
し
具
体
的
に
動
き
始

め
た
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

組
合
存
在
の
周
知
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

生
衛
組
合
を
見
直
す

〜
設
立
の
意
義
と
将
来
の
目
的
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多
年
に
わ
た
り
飲
食
業
界
の
発
展

と
組
織
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、

組
合
員
の
公
衆
衛
生
意
識
の
向
上
に

貢
献
し
た
功
績
に
よ
り
、
こ
の
度
、

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合
よ

り
、
六
名
の
方
が
晴
れ
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

副
理
事
長
　
木
村
　
謙
一 

氏
（
岩
倉
支
部
）

　

表
彰
式
は
平
成
二
十
六
年
十
一
月

十
九
日（
水
）愛
知
県
庁
本
庁
舎
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
愛
知
県
表
彰
条
例
に
基

づ
き
、
県
民
の
福
祉
の
増
進
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
方
を

表
彰
す
る
も
の
で
、
本
年
度
は
同
氏

の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

功
績
内
容（
抜
粋
）

・
組
合
員
に
対
す
る
衛
生
指
導
に
取

り
組
み
、
公
衆
衛
生
並
び
に
経
営

改
善
、
防
犯
防
災
に
対
す
る
功
績
。

・
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
者
の
一
人

と
し
て
老
若
男
女
に
応
じ
た
祭
り

を
開
催
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
の
実
現
に
対
す
る
功
績
。

・
財
務
担
当
と
し
て
組
合
運
営
の
適

正
化
に
対
す
る
功
績
。

理
　
事
　
髙
須
　
政
雄 

氏（
西
尾
支
部
）

　

表
彰
式
は
平
成
二
十
六
年
十
月

二
十
八
日（
火
）ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
功
績
内
容

　

若
手
役
員
の
育
成
に
努
め
、
本
部
、

組
合
員
の
パ
イ
プ
役
に
努
め
た
。

常
務
理
事
　
漆
島
　
八
重
子 

氏
（
南
支
部
）

　

表
彰
式
は
平
成
二
十
六
年
十
月

二
十
八
日（
火
）ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー

タ
ニ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
功
績
内
容

　

組
合
の
基
盤
強
化
に
努
め
、
支
部

活
動
の
推
進
と
強
化
拡
充
に
手
腕
を

発
揮
し
た
。

平
成
二
十
六
年
度

　 
生
活
衛
生
功
労
者
表
彰

kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk

kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

愛
知
県
知
事
条
例
表
彰

kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk

中
央
会
理
事
長
表
彰
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副
理
事
長
　
水
野
　
　
功 

氏
（
豊
田
支
部
）

理
　
　
事
　
中
川
　
英
夫 

氏
（
武
豊
支
部
）

理
　
　
事
　
神
谷
　
好
一 
氏

（
豊
田
支
部
）

　

平
成
二
十
六
年
十
月
九
日（
木
）愛

知
県
庁
本
庁
舎
に
お
い
て
授
賞
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
多
年
に
わ
た
り
生
活
衛

生
の
普
及
向
上
等
に
功
労
の
あ
っ
た

方
々
の
労
苦
に
報
い
る
も
の
で
、
本

年
度
は
当
組
合
か
ら
三
名
の
方
が
表

彰
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
秋
11
月
10
日
〜
12
日
に
第

四
十
一
回
外
食
産
業
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
11
日（
水
）に
全
国
す
し
連

に
よ
る
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ

れ
全
国
か
ら
の
来
客
が
見
込
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
当
番
組
合
は
当
組
合
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

理
事
長
を
筆
頭
に
事
業
担
当
者

は
、
今
回
の
フ
ェ
ア
成
功
に
向
け
、

毎
月
協
議
会
を
行
い
準
備
を
す
す
め

て
お
り
ま
す
。

　

担
当
組
合
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

よ
り
多
く
の
出
展
商
社
を
勧
誘
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
担

当
者
だ
け
で
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
お
取
引
き
業
者
さ

ま
に
お
話
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご

興
味
の
あ
る
業
者
さ
ま
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
県
本
部
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。
折
り
返
し
資
料
等

を
送
付
す
る
よ
う
手
配
い
た
し
ま
す
。

〈
県
本
部
事
務
局
〉

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
２-

２
５
１-
７
５
３
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２-

２
６
４-

１
０
５
９

　

飲
食
組
合
の
団
結
力
、
人
数
力
を

示
す
た
め
に
、
ぜ
ひ
一
社
で
も
多
く

の
業
者
さ
ま
へ
の
お
声
が
け
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff
fffffff

外
食
産
業
フ
ェ
ア

出
展
商
社
募
集
！

kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk
kkkkkkk

愛
知
県
知
事
表
彰
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名
古
屋
市
食
品
国
民
健
康
保
険
組
合

　
　  

理
事
長
　濱
　田
　康
　喜

〒
460
|

0008 

名
古
屋
市
中
区
栄
四
丁
目
十
四
番
二
一
号

　
　
　 

愛
旅
連
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
４
階

電
話 （
〇
五
二
） 

二
六
一
|

七
六
六
一（
代
表
）

役

員

一

同

一
般
社
団
法
人  

日
本
音
楽
著
作
権
協
会

支
　
部 

名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
南
一
丁
目
二
四
番
三
〇
号

 

〒
四
五
〇
|

〇
〇
〇
三 

名
古
屋
三
井
ビ
ル
本
館
十
三
階

 

電
　
話 〈
〇
五
二
〉 

五
八
三
|

七
五
九
〇（
代
表
）

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 〈
〇
五
二
〉 

五
八
三
|

七
五
九
四

本
　
部 

東
京
都
渋
谷
区
上
原
三
丁
目
六
番
一
二
号

 

電
　
話  

東
京 〈
〇
三
〉 

三
四
八
一
|
二
一
二
一（
大
代
表
）

H
O
M
EPA

GE 　

http://w
w
w
.jasrac.or.jp

中
部
支
部

支
部
長

江
　見
　浩
　一

株  

式  

会  

社
　ボ
　ニ
　ト

代
表
取
締
役
　鵜

飼

治

昭

本
社
　
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
三
|
十
八
ノ
三

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ （
〇
五
二
）五
五
一
|
〇
五
五
五

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ （
〇
五
二
）五
五
一
|
五
五
二
五

共
生
印
刷
株
式
会
社

   

代
表
取
締
役
　奥

村

和

俊

〒
四
六
〇
|
〇
〇
〇
七

名
古
屋
市
中
区
新
栄
二
丁
目
十
一
番
六
号

電
　
話 〈
〇
五
二
〉二
五
一
|
二
二
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 〈
〇
五
二
〉二
四
二
|
〇
〇
三
一

本店／〒445-0866
愛知県西尾市塩町18番地
TEL（0563）56-7788
FAX（0563）57-8558
営業時間／AM11:00～PM10:00
定休日／毎週火曜日

吉良カントリークラブ　レストラン
幡豆郡吉良町大字乙川字北大山31番地
TEL（0563）32-3260
西尾ゴルフクラブ　レストラン
幡豆郡一色町大字大塚字河田28番地
TEL（0563）72-3180

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　  千
種
支
部
長
　櫻
井
裕
三

名
古
屋
市
千
種
区
松
軒
一
丁
目
一
|
二
十
四

電
話 〈
〇
五
二
〉七
一
一
|
一
一
〇
一

南
支
部
長
　  漆
島

　八
重
子

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

〒
四
五
七
|

〇
〇
七
七

名
古
屋
市
南
区
立
脇
町
一–
五
–一

電
話 〈
〇
五
二
〉
八
二
二
|

〇
七
九
八

組
合
員
一
同

〒
四
六
五
|

〇
〇
六
八

名
古
屋
市
名
東
区
牧
の
里
一
|
一
三
一
〇

電
話 〈
〇
五
二
〉
七
〇
三
|

八
〇
一
七

名
東
支
部
長

世
古

　
剛

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　西
春
日
井
支
部
長

　櫻
井
將
昭

　

　

　

　
役
員
一
同

〒
四
五
二
|

〇
九
一
四                 

清
須
市
土
器
野
四
七
五

電
話 〈
〇
五
二
〉四
〇
〇
|
一
七
七
九

中
川
支
部
長
　  伊
藤
賢
三

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

〒
四
五
四
|

〇
〇
二
八

名
古
屋
市
中
川
区
露
橋
町
五
七
–
二

電
話 〈
〇
五
二
〉
三
六
一
|

九
五
三
六

組
合
員
一
同

名
古
屋
飲
食
協
同
組
合

　   

理
　事
　長
　杉
山
博
康

〒
四
六
〇
|

〇
〇
〇
八

名
古
屋
市
中
区
栄
三
丁
目
二
四
番
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
五
二
|
二
四
一
|
一
四
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ  

〇
五
二
|
二
六
三
|
三
九
八
〇

旧
年
中
は
格
別
の
お
引
き
立
て
を
賜
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、皆
様
の

益
々
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
倍
旧
の

ご
愛
顧
の
ほ
ど

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
　
元
旦

本
組
合
協
賛
会
社
・
メ
ー
カ
ー
一
同（
順
不
同
）
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愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　 新
城
支
部
長
　原
田
民
夫

　
　 鳳
来
支
部
長
　菅
沼
孝
夫

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 木
曽
川
支
部

　   

支
部
長
　   

柴
田
五
郎

〒
四
九
三
|

〇
〇
〇
一

一
宮
市
木
曽
川
町
黒
田
字
古
城
九
番
地
の
一

電
　
話 〈
〇
五
八
六
〉八
六
|
二
五
八
二

Ｆ
Ａ
Ｘ 〈
〇
五
八
六
〉八
六
|
四
五
六
五

組
合
員
一
同

南
知
多
町
大
字
内
海
字
先
苅
31
|

2

電
話 〈
〇
五
六
九
〉六
二
|
〇
四
〇
三

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

朝
市
と
漁
師
の
町

師

崎

へ

知
多
南
部
支
部
長

岩
本

　実

半
田
市
銀
座
本
町
四
|
三
三

電
話 〈
〇
五
六
九
〉二
一
|

〇
四
一
二

半
田
支
部
長

組
合
員
一
同

堀
場
梅
吉

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 東
海
支
部

　   

支
部
長
　   

阿
部

　
子

事
務
局

　
東
海
商
工
会
内

　
電
話 〈
〇
五
六
二
〉三
三
|

二
八
一
一

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合
大
府
支
部

大
府
市
飲
食
店
組
合

 

支
部
長
　下
村
庄
平

 

組
合
長
　早
川
秀
吉

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　
　 豊
橋
支
部
長
　米
田
昭
宏

豊
橋
市
前
田
中
町
七
番
地
の
二
一

豊
橋
飲
食
業
協
同
組
合

電
　
話 〈
〇
五
三
二
〉五
二
|

四
二
四
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 〈
〇
五
三
二
〉五
二
|

四
三
五
六

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　  青
年
部
長

　 石
川
一
巳

青
年
部
会
員
を
募
集
中
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
県
本
部
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

豊
田
市
飲
食
業
組
合

豊
田
市
小
坂
本
町
一
|
二
十
五

　
　
　  

豊
田
商
工
会
議
所
会
館
四
階

電
話 〈
〇
五
六
五
〉三
三
|
五
五
一
五

組
合
長

水
　野
　
　
　功

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合
碧
南
支
部

　
　碧
南
飲
食
同
業
組
合杉

浦
朝
夫

支

部

長

内
藤
和
昇

組

合

長

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 豊
田
南
支
部

　   

支
部
長
　   

吉
田
寿
也

〒
四
七
〇
|

一
二
一
一

豊
田
市
畝
部
東
町
寺
前
二
四
|

四

電
話 〈
〇
五
六
五
〉
二
一
|

一
八
二
二

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 蒲
郡
支
部

　   

支
部
長
　   

中
北

　東
洋
子

〒
四
四
三
|

〇
〇
二
一

蒲
郡
市
三
谷
町
東
前
六
二
|
二
二

電
話 〈
〇
五
三
三
〉
六
八
|

七
八
一
二

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

　 西
尾
支
部

　   

支
部
長
　   

石
川
一
巳

〒
四
四
五
|

〇
八
〇
二

西
尾
市
米
津
町
八
百
目
七
三

電
話 〈
〇
五
六
三
〉
五
六
|

二
三
三
五

組
合
員
一
同

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合  

副
理
事
長

岩
倉
市
飲
食
環
衛
組
合

　   
組
　合
　長
　木
村
謙
一

事
務
局

　
岩
倉
市
商
工
会
内

　
電
話 〈
〇
五
八
七
〉六
六
|
三
四
〇
〇

愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生
同
業
組
合

第
41
回
外
食
産
業
フ
ェ
ア

実
行
委
員一同

平
成
27
年
11
月
10
日（
火
）

　
　
　
　
11
月
11
日（
水
）

　
　
　
　
11
月
12
日（
木
）

吹
上
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
回
は
主
管
組
合
で
す
。

皆
様
の
ご
協
力
・
お
手
伝
い
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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総会 2013．５．12

全国秋田県大会 2014．6．11

東海北陸ブロック委員会 2014．９．10 青年部セミナー 2014．９．30

〔10〕 第190号

2014年の おもいで



常務理事会　2014．10．28 連合会研修会　2014．10．30 うどんサミット　2014．11．7

様々な行事にご協力いただ
き誠にありがとうございま
した。
今後も有意義な行事を企画
してまいりますので、よろ
しくお願いいたします。

事務局代表者会議 2014．11．27

第40回外食産業フェア 2014．10．14〜16

税理士業界最安値へ挑戦！！

記帳代行　月額５,０００円～（税抜）
通帳、領収書、請求書だけでOK!!
まずはお見積もりのお電話を！（無料）

後藤会計事務所 名古屋市北区柳原一丁目17番9号
TEL 052-508-7006    FAX 052-508-7032

http://www.keiri-nagoya.com
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無料のサンプル品をお試し下さい！

必ずご満足いただけます
他社と　　　　　を比べて下さい！価格・性能見積り

無料！

厨房ダクト用

特許取得（第3141063号）・超高性能
レンタルで
定期交換

お
問
い
合
わ
せ
先

AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA
AAAAAAAA

　

六
月
二
十
四
日
に「
一
期
一
会
」を

テ
ー
マ
に
全
飲
連
全
国
大
会
が
福
島

県
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
復
興
で
大
変
な
最
中
、

せ
め
て
も
の
思
い
で
義
援
金
を
募
集

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
支
部

等
で
の
講
習
会
や
会
合
な
ど
の
際
に

呼
び
か
け
を
し
て
い
た
だ
き
、県
の
会

合
時
に
お
持
ち
頂
く
か
、お
振
込
み
を

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
い
た
し
ま

し
た
義
援
金
は
、
福
島
県
全
国
大
会

の
際
に
福
島
県
の
組
合
員
様
へ
行
き

渡
る
よ
う
直
接
お
渡
し
す
る
予
定
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
賛
同
頂
け
ま
す
方
は
、
支
部
長

ま
た
は
県
本
部
事
務
局
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
既
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
支
部
も
た
く

さ
ん
ご
ざ
い
ま

す
。

こ
の
場
を
借
り

て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

【
お
振
込
の
場
合
】

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行　

栄
町
支
店　

普
通　

１
７
４
４
７
８
６

口
座
名
義:�
愛
知
県
飲
食
生
活
衛
生

同
業
組
合

【
現
金
書
留
、
現
金
の
場
合
】

本
部
事
務
局
ま
で
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
お
振
込
の
際
は
、
ご
本
人
様
の
お

名
前
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
振
込
後
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
お
電
話
に
て
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

全
国
福
島
県
大
会
に
向
け
て
の
募
金
活
動
の
お
願
い

　

末
永
い
ご
躍
進
を
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。

　
▼
千
種
支
部

櫻
井　

裕
三　

さ
ん

（
さ
く
ら
井
）

　

昨
年
十
二
月
よ
り
新
た
に
活
躍

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 新

支
部
長
の
紹
介

　

食
品
製
造
業
者
、
農
林
漁
業
者
が

県
内
産
農
林
水
産
物
の
加
工
品
を
展

示
、
商
談
す
る
「
６
次
産
業
化
・
地

産
地
消
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

72
企
業
団
体
が
出
展
、11
企
業
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

数
多
く
の
愛
知
県
産
品
が
集
結
し

ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

お
運
び
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
２
月
２
日（
月
）

▽
会
場
　
ア
イ
リ
ス
愛
知

　
　
　
　

中
区
丸
の
内
２
︱
５
︱
10

▽
来
場
資
格

　
　
　
　

関
心
を
お
持
ち
の
事
業
者

地
産
地
消

ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア

支
部
だ
よ
り

  

田
原
支
部  

　

飲
酒
運
転
の
撲
滅
を
目
指
し
、
田

原
支
部
で
は
平
成
二
十
六
年
十
二
月

四
日
、
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

に
合
わ
せ
、
同
市
中
心
街
の
商
業
施

設
敷
地
内
で
交
通
安
全
啓
発
運
動
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

忘
年
会
・
新
年
会
で
飲
酒
の
機
会

が
増
え
る
時
期
に
あ
わ
せ
、
組
合
員

十
一
人
が
参
加
、
酒
類
を
提
供
す
る

店
側
と
し
て
、
酒
気
帯
び
運
転
や
酒

酔
い
運
転
に
よ
る
飲
酒
運
転
の
罰
則

と
行
政
処
分
を
記
し
た
チ
ラ
シ
な
ど

を
市
民
ら
に
配
り
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
を
訴
え
ま
し
た
。

　

田
原
支
部
で
は
、
気
が
緩
み
や
す

く
な
る
年
の
瀬
に
交
通
安
全
意
識
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動
を
継
続

的
に
続
け
て
い
ま
す
。

東
愛
知
新
聞

十
二
月
五
日
よ
り
抜
粋

※年間200万円以上のご利用で次年
度年会費10,000円（税別）に優遇

セゾンプラチナ・ビジネス・
アメリカン・エキスプレス・カード

・キャッシュフローの改善を図りたい！支払い業
務を効率化したい！

・個人カードで法人口座が使えない！
・法人カードだからポイントがつかない！

➡そんなお悩みを解決致します！

■組合員様専用お申し込みURL
　http://www.saisoncard.co.jp/rd/aichi-inshoku
■お問い合わせ
　株式会社クレディセゾン東海支店
　052-582-0960（9:00～17:00）

お困りではありませんか？

年会費：20,000円（税別）

ゆとりの利用可能額と最高級のステータス！
プラチナという至高の輝き、それは行動力の象徴。
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皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご

要
望
、
お
店
自
慢
な
ど
、
ど

し
ど
し
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

　

支
部
の
行
事
な
ど
、
写
真

付
き
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。


